
市政だより

水と緑と花のまち R 昭和50年 7月1日 No.764 

人口の動き l法律相談日

6月1日現在前月比 11 7月17日(木〉

人口 60.475+27011 11 9時3D分-15i1寺
男 29.398+ 181 11 
女 31.077 + 8911市役所市民相談室

世帯数16.382+ 9611お気軽にどうぞ
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甘ずっぱい香りがたたようぶどう園

新鮮な味覚を

ハウスぶどう裁培

福重地区

技争詩的研究で品鐘向上
今富郷③ ぶと、う組合(岡部長 男組合長、会員16

人〉は、今富郷を中心iとぶどうの栽培をしています。

福重地区のぶどう栽培は、 昭和35年どろからキヤン

ベ リヤなどをつく っていましたが、昭和40年から巨峰

に切替え露地並びにハウ ス栽培をしています。

面積は、 5haで、そのうち 1haがノ、ウス栽培をして

おり、 露地栽培よりも 2カ月早い 6月上旬に地元市場

長崎方面に出荷しています。

最近、市及び農協のあっせんで空港ビル内に大村特

産品コーナーをも うけて、 観光客に新鮮な味覚をお届

けしています。

ハウスぶどうは、 大粒で糖度が多く、 早期収獲が可

能であり価格の調整ができ、病虫害の防除回数が少な

く、労力の配分ができるが、管理が難しく、資材費や

設備費の高騰で経営に苦心がなされています。

農家では、 ぶどう栽培について特に病虫害の問題、

糖度、着色など技術的研究に余念がなく一品質の向上

に努めています。
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農

家

の

皆

さ

ん

り

農
業
委
員
の
選
挙
で
す

おおむ

o
t
E一小

。
投
票

市政だより

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
、

七
月
十
九
日
で
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
新
し
い
委
員
を
選
ぶ
た
め

の
選
挙
が
、
七
月
五
日
告
示
で、

七
月
十
五
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

す。
こ
の
選
挙
は、

農
家
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、

農
地
事
情
の
改
善
、

農
業
経
営
の
合
理
化
、
農
業
振
興
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7
月

5
日

7
月

刊

日

の
推
進
な
ど
農
家
の
皆
さ
ん
の

地
位
向
上
に
寄
与
す
る
委
員
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

④
投
票
時
間
は

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

投
票
日
は
、
ふ
だ
ん
着
の
ま
ま

で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
人
も

れ
な
く
、
必
ず
投
票
を
し
ま
し
ょ

，っ。①
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
七
月
八
日
ご

ろ
発
送
の
予
定
で
す
。

投
票
の
と
き
は
必
ず
入
場
券
を

持
参
し
て
投
票
所
へ
お
出
か
け
下

大』い。な
お
、
無
投
票
に
な

っ
た
選
挙

区
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
選
挙
区

関
係
の
入
場
券
は
発
行
し
ま
せ
ん

①
投
票
所
に
つ
い
て

一
般
選
挙
の
投
票
所
と
ち
が
う

投
票
所
が
あ
り
ま
す
の
で
投
票
所

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
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第 1

を
確
認
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

投
票
所
名
は
右
記
(
図
表
)
の

と
お
り
で
す
。

児

童

文

化

基

金

に

寄

贈

五
月
三
十
一
日
市
民
会
館
で、

児
童
文
化
資
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
桑

原
瑛
子
ゾ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
六
月
九
日
宇

都
宮
淳
一
委
員
長
(
市
立
病
院
小

桑
原
瑛
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

児
科
々
長
〉
か
ら
リ
サ
イ
タ
ル
の

益
金
十
一

万
円、

委
員
長
一
万
円

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
公
演
は
地
域
児
童
文
化
の

向
上
に
役
立
て
る
た
め
に
開
演
さ

れ
た
も
の
で
す
。

現
在
桑
原
瑛
子
さ
ん
は
、
東
横

学
園
女
子
短
大
教
授
で
、
元
藤
原

歌
劇
団
の
プ
リ
マ
ド
ン

ナ
と
し
て

国
内
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
の
各
地
を
公
演
さ
れ
、

活
躍
さ

れ
た
人
で
す
。

市民会館
第 2

選挙区

不
在
者
投
票

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
投
票

所
に
行

っ
て
投
票
で
き
な
い
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

七
月
五
日
か
ら
七
月
十
四
日
ま

で
(
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
)

。
不
在
者
投
票
の
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
別
館
一
階
)

。
不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て
、

第 3

第 4

職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の

人
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は

事
故
に
よ
り
市
外
に
旅
行
中
ま

た
は
滞
在
中
の
人

③
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
‘
不
具
ま

た
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め
歩

行
が
著
し
く
困
難
な
人

な
お
以
上
の
ほ
か
に
重
度
の
身

体
障
害
者
及
び
戦
傷
病
者
で
法
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
人
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り

ま
す
。詳

し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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環境をきれいに
ロ
耳

と

言

葉

り」
あき地の雑草を除去

「住みよいまちづく

あ
き
地
の
雑
草
を
刈
り
ま
し
ょ

ャつ。
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

D
g
H
炎

r
ν
4
A
1

吾一-ロ

日

7
月

刊

日

(土
)
午

後

1
時

i
4
時

福

祉

は
そ
の
繁
殖
が
著
し
い
た
め
、
隣

接
の
耕
作
者
や
付
近
の
住
民
は
大

変
迷
惑
を
被

っ
て
い
ま
す
。

休
耕
地
の
所
有
者
又
は
管
理
を

委
託
さ
れ
て
い
る
人
は
、

早
急
に

対
策
を
講
じ
て
、
明
る
く
住
み
よ

い
清
潔
な
街
づ
く
り
の
た
め
ど
協

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す。
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人
畜
・
農
作
物
に
被
害

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
よ
う

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に

よ
り
人
蓄
、
農
作
物
な
ど
に
多
大

の
被
害
を
乙
う
む
り
‘
ま
た
ゴ
ミ

箱
を
荒
さ
れ
て
因
る
と
い
う
苦
情

が
多
く
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し

な
い
よ
う
飼
育
者
の
積
極
的
な
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

群
生
す
る

セ
イ
タ
力
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

梅

雨

明

け

の

大

掃

除

市

内

い

っ

せ

い

実

施

梅
雨
明
け
の
い
っ
せ
い
大
掃

除

マ

ゴ
キ
ブ
リ
・

ハ
エ・

蚊
の
害
虫

以
上
の
乙
と
を
中
心
に
、
住
み
山

川
を
市
内
全
町
内
で
実
施
し
て
い
た

駆
除

よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
町
内
で
山

川
だ
く
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

マ
家
の
周
囲

・
あ
き
地
の
清

掃

適

当
な
日
を
選
び
、
い
っ
せ
い
に
h

山
マ
畳
の
下
、
床
下
の
清
掃
、
乾
燥

マ

便
所
の
汲
取
り
口
の
整
備
と
害

実
施
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
V

~
マ
畳
の
日
光
消
毒

虫

駆

除

な

お
実
施
要
領
に
つ
い
て
は
、

-
H

マ
台
所
・
調
理
場
の
害
虫
発
生
源

マ
測
溝
の
清

掃

各

町
務
連
絡
員
の
人
か
ら
回
覧
で
山

の
清
掃

マ
煙
霧
消
毒
。

通

知

し
ま
す
。

雑
草
を
除
去
し、

清
潔
な
管
理
を

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。雨

季
と
共
に
休
耕
地
に
は
、

雑

草
が
繁
茂
し
、
こ
と
に
外
来
雑
草

で
あ
る
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

ま
た、

昼
間
は
つ
な
い

で
い

て

も
夜
に
な
る
と
飼
い
犬
が
ほ
え
て

騒
が
し
い
か
ら
と
放
し
飼
い
を
す

る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
に

危
険
で
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

「飼
い
主
の
義
務
」

ω生
後
三
カ
月
以
上
の
飼
い
犬
は

毎
年
一
回
登
録
と、

春

・
秋
二

回
の
狂
犬
予
防
接
種
を
受
け
さ

せ
る
乙
と

ω飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有
す

る
以
外
の
場
所
に
放
し
飼
い
を

し
な
い

こ
と

同
飼
い
犬
を
捨
て
る
と
き
は
、
所

定
の
不
用
犬
箱
に
入
れ
る
乙
と

不
用
犬
の
回
収
臼
は
、

毎
週
火

金
曜
日
の
午
前
中
と
毎
月
十
四

日
で
す
。

回
収
箱
は
市
役
所
と
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

セ

/
タ

l犬
は
必
ず

つ
な
い
で

下
さ
い

今之

、二ず

'.，"・，.......・・.・・.....・・"・..・"・・.....・・.・・，.・"・・.・・..・・.・・.・・..・・.・・"ι
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現

不法投棄

{ま

の

者

み

f号

ζ
 

市
は
十

一
人
の
環
境
衛
生
監
視

員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
は
、
市
内
の
環
境

整
備
の
状
況
、
不
法
投
棄
の
訪
止

発
見
な
ど
の
た
め
、
各
地
区
ど
と

ます

に
く
ま
な
く
巡
回
し
て
い
ま
す
。

つ
い
先
日
も
池
田
ノ
堤
付
近
で

不
法
投
棄
の
現
行
者
が
お
り
、
所

定
の
ゴ
ミ
す
て
場
に
捨
て
る
よ
う

厳
重
に
注
意
し
ま
し
た
。

住
民
の
一
人
一
人
が
一
致
協
力

し
て
、

不
法
投
棄
を
し
な
い
、
ま

た
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
、

監
視
し、

美
し
い
郷
土
づ
く
り
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
ま
し
ょ
う。

不
法
投
棄
を
し
た
人
は
廃
棄
物

処
理
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
ま
す
か

ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

れさ処罰

捨
て
る
よ
り

拾
う
気
持
と
心
が
け
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第

1
回

発

表

会

仲
間
づ
く
り
と

人

つ

り

大
村
少
年
合
唱
団

コ
用使ノ々ィ，ナ

多
く
の

申
込
み
が

一般開放

ド

予
想
さ
れ

ま
す
の
で

次
の
と
お

り
受
付
を

し
ま
す
。

ン-フ

7月15日

但
し
、

七
月
に
限

り
十
五
日

六
月
十
五
日
市
民
会
館
で
、
大

村
少
年
合
唱
団
の
第
一
回
発
表
会

(
写
真
)
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

合
唱
団
(
団
員
九
十
人
小
学

四
年

t
中
学
二
年
)
は
、
昭
和
田

十
六
年
十
二
月
一
日
発
足
し
、
以

来
中
央
公
民
館
で
毎
週
土
曜
日
、

中
村
隼
人
先
生
、
江
崎
和
子
先
生

の
指
導
で
練
習
を
続
け
て
い
ま
す

現
在
ま
で
、
市
民
音
楽
祭
を
は

か
ら
二
十
日
ま
で
は
.
七
月
十
日

午
後
四
時
に
申
込
み
を
受
付
け
ま

す。
希
望
の
団
体
は
、
受
付
日
の
午

後
四
時
に
市
教
育
委
員
会
へ
申
込

ん
で
下
さ
い
。

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

を
し
ま
す
。

な
お
下
表
の
と
お
り
、
二
十
五

日
、
五
日
、
十
五
日
の
申
込
み
を

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
協
力

出
演
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
合

唱
団
母
の
会
(
会
長
高
場
恵
美
子

さ
ん
)
の
努
力
で
川
棚
少
年
合
唱

団
を
迎
え
、
第
一
回
の
発
表
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

「
長
崎
県
の
子
ど
も
」
の
合
唱
に

は
じ
ま
り
、
わ
ら
ベ
歌
で
は
ユ
カ

タ
姿
で
日
本
の
素
朴
な
歌
な
ど
、

調
和
の
と
れ
た
美
し
い
ハ
|
モ
ニ

ー
で
合
唱
し
、
盛
大
な
拍
子
が
送

ら
れ
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
「
さ
よ
な
ら

み
な
さ
ん
」
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た。
合
唱
団
母
の
会
は
子
供
た
ち

の
清
ら
か
な
歌
声
を
伸
ば
し
、
音

楽
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
と
人

づ
く
り
に
つ
と
め
、
平
和
な
街
づ

く
り
に
役
立
ち
た
い
と
の
念
願
で

合
唱
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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少
年
補
導
員
を
委
嘱

少

年

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
年
の

非
行
・
事
故
防
止
や
健
全
育
成
の

た
め
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

優
先
し
、
そ
の
期
聞
に
グ
ラ
ン
ド

が
あ
い
て
い
る
場
合
は
、
申
込
み

順
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
分
の
問
、
以
上
の
方
法
で
処

理
し
、
皆
様
の
ご
希
望
に
よ
り
順

次
方
法
を
改
善
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
体
育
課
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

使
用
料
金
一
コ
l
ト
三
十
分
ど

と
に
二
百
五
十
円

セ

ン

タ

特
に
少
年
の
街
頭
補
導
に
つ
い
て

は
力
を
入
れ
て
お
り
、
本
年
度
か

ら
向
う
二
カ
年
問
、
次
の
四
十
七

申
込
み
受
付
日

期使用間
一一 十日

且末ー十日 一十日日t 日t 

十五月同
五K日月同白 二十五日前月白 込呂有申

日の
l乙

人
の
人
に
少
年
補
導
員
を
お
願
い

し
て
、
そ
の
任
に
当
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
に
つ
い
て
の
悩
み

や
困
っ
た
問
題
を
お
も
ち
の
人
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
少
年
セ
ン
タ
ー

か
少
年
補
導
員
の
人
に
ご
相
談
下

さ
い
。

ム
少
年
セ
ン
タ
ー

大
村
市
久
原
郷
一
ノ
一

中
央
公
民
館
内

電
話

②
ー
四
三
二
一

ム
少
年
補
護
員

上
野
美
成
、
原
正
夫
(
三
浦
班
)

一
瀬
一
春
、
高
島
康
彦
パ鈴
田
班
)

村
田
正
孝
、
浅
倉
孝
、
水
上
公

博
、
川
原
一

雄
(
大
村
班
)
、
和

田
満
‘
大
石
徹
也
(
東
大
村
班
)

山
崎
博
史
、
森
正
治
、
村

崎
育

1た

1;( 

女

聞

き

女

1;( 

ナ

イ

タ

市

営

補

助

ゲ

ラ

t〆

ド

日
時

七
月
十
二
日
(
土
)

午
後
七
時

l
八
時
三
十
分

市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド

(
雨
天
中
止
)

式
典
後
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

試
合

場
所

内
r今、

官

介
、
松
本
弘
子
(
三
城
班
)
、

岩
永
正
彦
加
藤
富
子
、
江
原
綬

之
、
前
川
茂
、
今
里
喜
代
治
(
中

央
班
)
、
浜
崎
正
人
、
田
崎
敏
昭

森
永
裕
幸
、
古
賀
昇
(
西
大
村
班

)
、
松
尾
守
補
、
山
口
ス
ミ
子
、

山
下
光
彦
、
谷
口
初
子
(
竹
松
班

)
、
家
富
義
人
、
松
井
荷
(
福
重

班
)
、
小
柳
博
、
田
中
昇
ハ
松
原

班
)
、
酒
井
正
登
、
西
山
昭
(
萱

瀬
班
)
、
坂
本
昌
太
、
徳
永
誠
、

津
田
清
(
玖
中
班
)
、
田
中
孫
文

楠
本
清
一
郎
、
餅
田
千
代
(
西
大

村
中
班
)
、
山
本
裕
二
一
、
福
嶋
健

吉
(
郡
中
班
)
、
系
屋
費
、
松
平

勝
郎
、
原
田
治
敏
、
山
本
保
男
、

益
出
秘
美
、
佐
々
木
泰
雄
(
高
校

証
)

1;( 

1;( 

対
戦
、
向
陽
高
校
対
佐
世
保
東

商
業
高
校

「
注
」
本
年
度
県
下
高
校
総
合
体

育
大
会
で
、

佐
世
保
東
商
業
高
校
H
優
勝

向
陽
高
校
H

準
優
勝
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図

耳

と

言

葉

の

相

談

日

7 

月

生
活
の
科
学
化
と
向
上

「
く
ら
し
の月

つ
ぎ
つ
ぎ
に
で
ま
わ
る
新
製
品

や
は
ん
ら
ん
す
る
情
報
の
な
か
で

消
費
者
が
自
ら
の
生
活
を
ま
も
り

消
費
生
活
の
向
上
を
は
か
る
た
め

に
は
、
現
在
の
消
費
生
活
を
見
直

し
、
こ
れ
か
ら
の
消
費
生
活
の
あ

り
方
に
つ
い
て
十
分
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
十
年
度
は
、
特
に
「
食
べ
物
」

に
つ
い
て
、
食
品
の
汚
染
や
添
加

物
の
安
全
性
、
食
品
の
表
示
や
保

は

缶
詰
は
、
約

百
七
十
年
前
フ

ラ
ン
ス
で
兵
糧

食
と
し
て
考
え

だ
さ
れ
た
も
の

で
、
日
本
で
も

つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か

ら
百
年
以
上
に

な
り
ま
す
。

現
在
で
は
、

と

編

口
口口

ヰ一-同

加工食

缶

(5)1 

ー一一一--"""‘

日
教
室
」

刊

日

開

設

存
、
包
装
食
品
、
加
工
食
品
の
知

識
、
更
に
食
糧
資
源
や
流
通
な
ど

毎
日
の
消
費
生
活
に
密
着
し
た
テ

ー
マ
を
と
り
あ
げ
、
一

般
消
費
者

を
対
象
に
、
く
ら
し
に
必
要
な
知

識
、
情
報
を
提
供
し
、
生
活
の
科

学
化
向
上
を
図
る
た
め
の
教
室
で

す
。

日
時

場
所

七
月
十
日
(
木
)

午
後
一
時

t
三
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

貯
蔵
性
、
簡
便
さ
か
ら
広
く
使
わ

れ
種
類
と
し
て
、
世
界
で
千
二
百

種
目
本
で
も
八
百
種
ぐ
ら
い
で
す

「
注
意
」

飲
み
残
し
、
使
い
残
り
を
缶
に

入
れ
て
お
く
の
は
、
ス
ズ
の
溶
出

に
よ
る
中
毒
の
危
険
性
が
あ
る
の

で
開
缶
し
た
ら
早
く
食
べ
る
か
、

ガ
ラ
ス
、
陶
器
に
移
す
よ
う
に
し

古
?
し
ょ
-
っ
。

19 
日

(
土
)
午
後

1
時

1

4
時

福

祉

内
容

川
講
演
「
自
然
食
品
を
考
え
る
」

講
師

長
崎
大
学
薬
学
部

教
授

菊
谷
元
資

制
映
画
「
食
べ
物
を
考
え
る
」

的
消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
苦
情

相
談
に
応
じ
ま
す
。

四
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
ど
参
加
下

さ
い
。

. 、. . . 
， 
官、

a 

t 

a ， 
、
' 

r 、

， ， 、
' 
a ， 、
'‘ -
a ， ・E、. 
， 
‘ 、
t 

交通ルールを守ろう

トパイ乗車に、

トをJリ
ノ

式
/レ7ノへ

一

ず

オ

必

/
t
E
E
E
E
E
t

、

七
月
一
日
か
ら
自
動
二
輪
車
に

乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

表

品
名
原
料
の
種
類

ぷ
ら
な
い
と
違
反
点
(
一
点
)
が

付
け
ら
れ
ま
す
。

自
動
二
輪
車
(
五
十
∞
を
超
え

る
も
の
)
の
運
転
者
が
、
四
十
回

毎
時
以
上
の
最
高
速
度
が
定
め
ら

れ
て
い
る
道
路
を
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
自
動
二
輪

車
を
運
転
し
た
り
、
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
人
を

同
乗
さ
せ
て
運
転
す
る
と
違
反
に

な
り
、
点
数
制
度
が
適
用
さ
れ
、

一
回
の
違
反
に
一
点
の
点
数
が
付

け
ら
れ
、
行
政
処
分
の
対
象
に
な

月日

: IBT ・マグロ

Mp・サンマ

MO  ・ミカン

|形・大小

K・魚類焼もの IL大 1
1M中 l占ー

I s 小 r/.1-

IT極小1

IG極大l
B F・牛肉IY・果実糖液づけIUL大 li?，ー

M中 r~ ~ ~や

S 小 J' 

製造年(西歴)の末尾番号数字

調理方法

C ・味つけ

JU ・ジュース

原料の種類 |

セ

イ
タ

i

り
ま
す
。

二
輪
車
を
運
転
(
同
乗
)
中
に

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち

六
十
八
労
が
頭
部
損
傷
に
よ
る
も

の
で
、
こ
の
う
ち
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
い
た
ら
相
当
数
の
人
が

助
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
輪
車
に
乗
る
と
き
や
同
乗
さ

せ
る
と
き
は
、
頭
を
守
る
た
め
必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

・つ。
原
動
機
付
自
転
車
(
五
十
∞
以

下
)
は
違
反
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
「
わ
が
身
」
を
守
る
た
め

に
是
非
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交

通

規

制

実

施

規制区分 | 対 象 | 場 所 I期は時間間又

一時停止 I車竹ら松進両行本町し中て島く理る容も方の向か I竹鶴松作本方町)先55交5番差地点(森 I 終日

" I車竹か松ら両進本間行して勢く旅る館も方の向 Ic竹中町島理容問院〉先伽交差1点2i 

11 I車方三向城両か保ら育進所行及しびて児く童る公も園のI東電三大城村町変1電1番所地)先交の1差(点九I 11 

1 M 陣!同大向上両か戸ら川進加行し大て村く変る電も所白I西保育三城所町)先時交地差点(三披 I 11 

11 I車方免向許両か試ら験進場行及しびて五く興る産も業のI森一園男郷方4)6先7番交地差点(戸
11 1車圏行道し両及てびく商る岸も方白向から進 |国|日時の原長一輯丁洋行目1先55交7差番捌剥1 11 

11 I車間向か両住ら宅進及行川して田く住る宅も方の 1 諏永春訪郷二閑方)先地交差叫点(松l

六
月
七
日
か
ら
新
し
く
交
通
規

制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
識
を
よ
く
見
て
安
全
運
転
に

希1]規通交規新

心
掛
け
、
交
通
事
故
を
起
さ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



(6) らおおむ市政だより日
間

月
川

円
1

，m川
年
川

n
H
M
川
川

5
川

和
川

昭
川

西

大

村

地

区
L一/

町
名
町
界
整
理
は
、
大
字
小
字

を
廃
止
し
て
町
に
変
更
し
土
地
、

住
所
な
ど
の
表
示
を
簡
素
化
す
る

の
が
目
的
で
す
。

整
理
後
は
、
そ
の
地
域
内
の
住

民
の
人
も
、
外
部
か
ら
訪
ね
て
来

た
人
も
よ
く
分
る
よ
う
に
す
っ
き

り
し
た
形
の
町
の
区
域
に
し
た
い

も
の
で
す
。 町

名
町
界
整
理

f¥ 老人大学

ど

説

明

開

催

-6.. 
コヨE

基
準
の
主
な
こ
と
は

一
、
町
界
は
、
道
路
、
水
路
、
鉄

道
で
区
別
す
る

二
、
一
町
当
り
の
面
積
は
、
最
低

お
お
む
ね
十
仰
を
下
ら
な
い
よ

う
に
す
る

三
、
町
名
は
な
る
べ
く
由
緒
あ
る

も
の
に
し
た
い
が
町
民
の
人
々

の
意
見
を
考
慮
し
て
決
め
た
い

ぞ

一受講者を募集中一

お
お
む
祉
事
務
所、

又
は
老
人
ク
ラ
ブ
連

ね
六
十
歳
合
会
へ
早
め
に
申
込
ん
で
下
さ
い

以
上
の
人
期
日
第
一
日
七
月
十
四
日

を

対

象

と

第

二

日

七
月
二
十
一
目

し

て

次

の

第

三

日

七
月
二
十
八
日

と

お

り

老

場

所

社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
大
学

を

定

員

百

三

十

人

開
校
し
ま

※
講
師
の
都
合
で
一

部
変
更
す
る

す
の
で
、
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
希
望

者
は
市
福

つ

7月 8日 午 後 8時 古賀 島 公民館

7月 9B 11 協和町 〆ノ

7月 11日 11 松 山 ，ペγ

7月 12日 午 後 2時 新 城 ノノ

7月 14日 午 後 8時 辻 田 /ノ

7月 15日 fノ 昭 和 通 1/ 

7月 17日 〆'/ 西 小 路 ノノ

ノ/ 上杭出津 H 

7月 21日 λγ 下杭出津 H 

7月 22日 11 (杭3) 親 和 会 ノ/

7月 23日 11 (杭4) ノy ノノ

つ
き
ま
し
て
は
、

西
大
村
地
区

町
名
町
界
整
理
に
つ
い
て
の
説
明

表程日会明説

老人大学日程表

後

会
を
左
記
日
程
で
聞
き
ま
す
の
で

多
数
お
い
で
下
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て

お
願
い

今
月
は
固
定
資
産
税
二
期
と
国

民
健
康
保
険
税
の
納
期
月
で
す
。

納
期
限
は
七
月
三
十
一

日
で
す

が
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
早

自
に
納
め
て
下
さ
い
。

税
金
の
前
納
に
対
し
て
は
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
期
の
納
期
分
を
納
め
る
際
に

あ
と
の
納
期
分
相
当
税
額
を
ま
と

め
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

E宇

{! 

大

1た

{! 

0

0

0

0

0

0

0

0

0
 

高
年
齢
雇
用
に
奨
励
金

ロ

力

月

間

支

給

こ
の
た
び
雇
用
保
険
法
に
よ
り

五
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の

高
年
齢
者
を
、
公
共
職
業
安
定
所

の
紹
介
に
よ
り
常
用
労
働
者
と
し

て
雇
入
れ
る
事
業
主
に
は
、
雇
用

奨
励
金
が
雇
用
の
翌
月
か
ら
十
二

カ
月
間
(
一

人
に
つ
き
九
千
円
)

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

※
詳
し
く
は
公
共
職
業
安
定
所

②
ー
二
一

O
一

又
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
高
齢

者
無
料
職
業
紹
介
所

③

i
一
一
一
一
五
一
へ

山
断
熱
材
を
使

っ
て

山
冷
暖
房
を
効
率
よ
く
川

建
物
の
天
井
、
壁
、

床
に
断
~

山
熱
材
を
使
い
ま
し
ょ
う。

冷
暖
房
効
果
が
一

段
と
あ
が

山

v
り
ま
す
。

た
と
え
ば
十
畳
の
部
屋
で
断
九

山
熱
材
を
使
用
し
な
い
と
千
二
百
円

V

八
十

w
の
ク
ー
ラ
ー
が
必
要
で
い

~
す
が
、

断
熱
材
を
使
用
し
ま
す
~

山
と
九
百
九
十

w
の
ク
ー
ラ
ー
で
λ

山
よ
く
、
一

カ
月
に
約
六
十
三

~
W
項
目同の
節
約
に
な
り
ま
す
。

山
/
盛

一

/

を

T
;羽
片
」
守
山

f

一知
一一ず

一一

一

一

一附

J
J
を

二
一戸
川

附リ
ム
J
r
凶
悪
事
物

¥
対
ハ
川
川
ハ
戸

、

ミ
可
1
1
1
1
1
1
1
1
1/

一
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図

相

談

日

?
月
刊
印

の

耳

と

言

葉

お

自与野

し

り

せ

注
射
と
検
診

園
子
宮
ガ
ン
検
診

対
象
者
三
十
歳
以
上
の
人

実
施
日
九
月
上
旬
の
予
定

場

所

市

立
病
院

料

金

無

料
で
す
。

申
込
方
法
八
月
十
五
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
住
所
、
氏
名

生
年
月
日
、
世
帯
主
名
を
市
衛

生
課
へ

※
な
お
、
実
施
日
な
ど
に

つ
い
て

は
、
本
入
あ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

但
し
八
百
五
十
人
に
達
し
た
場

合
は
締
切
り
ま
す
。

-3歳
児
健
康
検
診

対
象
昭
和
四
十
七
年
一
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
六
年
七
月

か
ら
十
二
月
生
れ
の
人
で
、
ま

だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時

七
月
二
十
二
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

l
十

一
時

午
後

一
時

t
二
時
三
十
分

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

曜当番医

l日|診療科目 | 医院名 |所在地| 電話~I

6内 科琴尾医院西三 2-2056
整 形外科松永整形松 2-4300 

中村 医院 春日町2-2733 
13外科 佐藤外科 杭出津2-3070 

内科 ・外科、 原 医院 宮小路

松尾外科 東本町2-3331 
20内科・小児科 朝長医院 辻 田2-3266 
内科 沢田 医院 萱瀬5-7603 

1271 耳 鼻科「医院

駅通り 2-3329 
27外 科田崎外科 古 町3-1234 

内 科長崎医院 寿古5-8615 

日の7月

日

(
土
)
午

後

1
時

1

4
時

福

祉

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

七
月
の
相
談
は
次
の
と
お
り
で

す。
福
重
、
三
浦
地
区
の
姫
婦
の
人

は
、
お
繰
り
合
わ
せ
お
で
か
け
下

さ
い
。

圃
軽 |月日 |時間 |場所 |

蹄 I7月 10 日 IJ:~Q~H:QQI 竹松出張所 | 乳幼相 I I/J .l IU--I 1 13:00-15 : 00 1 ~. JYJ 

警 I7JH5白川:30-1川 |福重出張所 |妊婦と乳幼児

I弁 1 "Ro'"lnI13:30-14:001福重出張所前|昭48、1月-12I 7月23日l.lcJo

cJU ~~:..Y~ i~~lJ..l~~'~1 
IfJ "<.11---11 (受付)1消防団詰所i月生まれの幼児

|叩 4白川:30-11:州三浦診療所 |妊婦と乳幼児

象

児

対

午前9時~午後6時

生
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

由
時

'毎
月
第

一
l
第
四
水
曜
日

と
金
曜
日

午
前
九
時
1
十
一
時

場

所

市

役
所
健
康
相
談
室

※
己
れ
か
ら
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
で
き

る
だ
け
こ
の
旦
を
ご
利
用
下
さ

vv 

診療時間※ 

公

売

圃
市
の
不
用
建
物
を

公
売

公
売
物
件

一
号
物
件

旧
郡
中
学
校
校
舎
及

び
便
所

(
A
棟
)

構
造

木

造

瓦

葺
平
家
建

面

積

六

七
五
d

二
号
物
件
旧
郡
中
学
校
校
舎
及

び
便
所

(
B
棟
)

構
造
木
造
瓦
葺
平
家
建

面

積

六

五
八
ぽ

三
号
物
件
旧
竹
松
幼
稚
園
々
舎

構
造
木
造
瓦
葺
平
家
建

面
積
三
三
五
d

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

現
地
説
明

七
月
八
日

一
、
二
号
物
件

午
前
十
時

1
十

時
三
十
分

午
前
十
時
三
十

分

t
十一

時

三
号
物
件

入
札
の
日
時
及
び
場
所

七
月
八
日

午
後
一

時
l
一
時
三
十
分

市
役
所
第
二
会
議
室

入
札
保
証
金

入
札
見
積
額
の
百

分
の
五
以
上
の
現
金

※
詳
し
〈
は
市
財
政
課
管
財
係
へ セ

;.; 

タE式

験

園
長
崎
県
公
立
学
校

教
員
志
願
者
の

選
考
試
験

実
施
機
関

実
施
期
日

一
次
試
験

二
次
試
験

出
願
期
日

七
月
十
一

日
l
二
十
一
日

※
詳
し
く
は
市
学
校
教
育
課
へ

(電
話
③
l
四
一
一
一

)

長
崎
県
教
育
委
員
会

八
月
十
一
日

十
月
中
旬

募

集

-
税
務
大
学
校

学
生
を
募
集

受
験
資
絡

昭
和
三
十
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

願
書
受
付

七
月
十
六
l
二
十
九
日

提

出

先

人
事
院
九
州
事
務
局

試
験
内
容
高
校
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
の
ほ
か
適
性
及
び
作
文

詰
験

※
詳
し
く
は
人
事
院
九
州
事
務
局

文
は
最
寄
り
の
税
務
署
へ

講

習

会

圏
ギ
タ
l
初
級
講
座

大
村
ギ
タ

l
合
奏
団
で
は
、

身

近
な
楽
器
、
ギ
タ
!
の
初
級
講
座

を
聞
き
ま
す
。

期

日

七

月
十
六
日

t
九
月
二
十

四
日

毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

会
場

中
央
公
民
館

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を
書
き

七
月
十
二
日
ま
で
に
申
込
み
下

さ
い。

連
絡
先

新
城
町
九

O
一

田
川
仁
電
話
@
|
四

O
四
八

(電
話
は
夜
に
お
願
い
し
ま
す
)

※
小
学
生
は
、
父
兄
の
付
き
添
い

が
必
要
で
す
。

圃
ウ
ナ
ギ
養
殖
研
修
会

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

希
望
者
は
出
席
し
て
下
さ
い
。

日
時

七
月
五
日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

場
所

諌
早
土
木
事
務
所
会
議
室

講
師

県
水
産
試
験
場
技
師

※
詳
し
く
は
市
農
林
水
産
課
へ



(8) りおおむ市政だより日
山

月
川

円
1，
川

川

年
酬

n
H
M
川
川

F
町
叫
川
川

和
川

昭
州制

-
母
と
子
の夏

休
み
教
室

長
い
夏
休
み
を

「な
に
か
一
つ

の
乙
と
に
打
ち
こ
ん
で
、
親
子
そ

ろ
っ
て
楽
し
く
有
意
義
に
H
」
と

い
う
ね
ら
い
で
母
と
子
の
夏
休
み

教
室
を
開
き
ま
す
。

場
所
中
央
公
民
館

対

象

市

内

小
学
四
年

t
六
年
生

受
講
料
無
料
(
但
し
教
材
費
は

実
費
)

ム
手
芸
教
室

日
時
七
月
二
十
八
日

t
八
月
二

十
六
日
毎
週
月
、
火
曜
日

定
員
三
十
組
(
六
十
人
)

A
植
物
採
集
教
室

日
時
八
月
一
日

t
二
十
九
日

毎
週
金
曜
日

定
員
十
五
組
(
三
十
人
)

ム
郷
土
歴
史
教
室

日
時
八
月
一
日

t
二
十
九
日

毎
週
金
曜
日

定
員
十
五
組
(
三
十
人
)

A
竹
細
工
教
室

日
時
七
月
三
十
日

t
八
月
二
十

七
日
毎
週
金
曜
日

定
員
十
五
組
(
三
十
人
)

時
間
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十

分

t
三
時
三
十
分

申
込
七
月
十
五
日
(
当
日
消
印

有
効
)
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
(

学
年
)
、
職
業
、

電
話
番
号
を

記
入
の
上
申
し
込
ん
で
下
さ
い

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
め

ま
す
。

申
込
先
久
原
郷
一
の
一
中
央

公
民
館
あ
て
各
教
室
名
を
記
入

し
て
申

し
込
む
乙
と
。

電
話
②
|
四
三
二
一

催

し

も

の

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

-
弁
論
大
会
と
ポ
ス
タ

ー
展
示
会

』、
.
2

・・J

・ar--
E
，・
1
J
k
y
--，
it--z-Je
--f
、，
z，J
t
y
--
r
、.f.、.
r，2.z.Jf.r.、，.三.、
.3.J.正E
、.rf.=，

》

ム

サ

ザ

エ

な

ど

の

採

取

は

川f
 

ん

や

め

ま

し

ょ

う

い

V

暑
く
な
る
と
海
遊
び
も
盛
ん
に
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。

U

凡
な
り
ま
す
が
、

最
近

一
部
の
人
が
こ
れ
は
漁
業
法
に
よ
っ
て
禁
じ
川• 

一
昼
夜
を
問
わ
ず
海
中
に
も
ぐ
り
、
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
サ
ザ
エ
な
叫

，
 

~
漁
協
で
せ
っ
か
く
放
流
繁
殖
保
護
ど
を
採
取
し
な
い
よ
う
ど
協
力
下
ザ

仇

中

の

サ

ザ

エ

な

ど

を

採

取

し

で

い

さ

い

。

へ

】・・、
Br---
，、
.
2

・・E
'
・z
・・、，
2

・J
1
・2
・.
J
R
.. 2
、，
.-z-tEr---
，、.・・
1.
，，
.---SEr-
・・・・、，
1.
・4
、..... ，、
.・・
・~

青
少
年
を
社
会
の
悪
い
環
境
か

ら
守
り
、
健
全
な
成
長
を
促
す
た

め
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

乙
の
運
動
の
理
解
と
協
力
を
求

め
る
と
い
う
趣
旨
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
青
少
年
弁
論
大
会
及
び
ポ

ス
タ
ー
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
万
の
ど
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
七
日
十
二
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分

市
民
会
館
三
階
会
議
室

場
所

-
第

2
回
婦
人

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

対
象
家
庭
婦
人

内
容
初
心
者
を
対
象
に
ラ
ケ
ツ

ト
の
握
り
方
か
ら
簡
易
ゲ
l
ム

が
で
き
る
ま
で
個
別
指
導

日
時
毎
週
水
曜
日

午
前
十
時

t
正
午

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
ボ
l
ト
場
横
)
に
集
合

期
日
七
月
二
十
三
日

t
九
月
二

十
五
日

募
集
人
員
二
十
人
(
先
着
順
)

参
加
料
無
料

講
師
大
村
市
庭
球
協
会
員

申
込
期
日
七
月
十
五
日
ま
で

申
込
方
法
往
復
は
が
き
で
住
所

氏
名
、
年
齢
を
市
体
育
課
へ

-
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大

会

主
催
大
村
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ

主
管
大
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会

開
催
日
八
月
三
日
(
日
)

場

所

市

民

体
育
館

参
加
資
格
大
村
、
東
彼
地
区
在

住
の
女
子

チ
!
ム
編
成

川
町
内
、
又
は
隣
接
町
内
で
編
成

同
職
場
編
成

参

加

料

無

料

参
加
申
込
締
切
日
七
月
十
五
日

※
詳
し
く
は
大
村
モ
デ
ル
シ
ヨ
ツ

プ
へ
電
話
②
|
二
七
七
五

-
空
手
道
教
室

日

時

毎

週
土
曜
日

午
後
五
時

l
七
時

場
所
市
民
体
育
館

対

象

年

齢
制
限
な
し

申
込

随
時
体
育
館
で
受
付

問
合
せ
池
田
十
一
区
七
二

O

村
木
一
雄
へ

電
話
②
|
四
四
九
一

そ

他

の

-
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設

開
設
日

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時

I
午
後
三
時

(
う
ち
、

毎
月
第
二
水
曜
日
は

家
庭
裁
判
所
と
合
同
相
談
)

場

所

社

会

福
祉
セ
ン

タ
ー
内

(
西
三
城
町
八
)
電
③

l
一一二

五
一

秘
密
は
絶
対
に
守
り
ま
す
の
で

相
談
は
遠
慮
な
く
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。

園
無
料
人
権
相
談
所
を

開
設

自
分
の
身
の
回
り
の
乙
と
で
.

悩
ん
で
い
ら
れ
る
人
の
た
め
に
人

権
(
身
の
上
)
相
談
所
開
設
さ
れ

ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
七
月
十
八
日
午
前
十
時

ー
午
後
三
時

場
所
松
原
出
張
所

主
催
大
村
人
権
擁
議
委
員
協
議

会
、
長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支

局
園
内
職
相
談
を
開
設

内
職

相
談
を
次
の
と
お
り
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日
時

毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

午
前
十
時

l
午
後
四
時

職

種

和

裁
、
ク
リ
ス
マ
ス
人
形

か
ぎ
針
あ
み

場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー
二
階

電
話
③
|
六

O
一
O

大
岡
輝
子

相
談
員

圃
紙
芝
居
台
本
を

貸
出
し

市

立

図

書

館

図
書
館
は
、
幼
児
・
児
童
向
け

の
紙
芝
居
合
本
を
備
え
て
い
ま
す

の
で
、

職
場
や
子
供
会
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
で
ご
利
用
下
さ
い
。

無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

O
は
だ
か
の
王
さ
ま

O
あ
か
い

く
つ

0
に
ん
ぎ
ょ
ひ
め

O
安

寿
と
ず
し
王

O
少
年
駅
伝
夫

O
鉄
腕
ア
ト
ム

O
そ
ん
ご
く
う

O
た
つ
の
子
た
ろ
う

O
ラ
イ
オ

ン
の
め
が
ね

O
赤
い
ろ
う
そ
く

と
人
魚
な
ど
八
十
五
種
が
あ
り
ま

す。お
わ
び

六
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
の

「
ど
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
中
で
松
並
町
の
「
リ
ボ

ン
フ
ラ
ワ
ー
」
、
グ
ル
ー
プ
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
中
地
区
公
民
館
の

「
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」

、
グ
ル
ー
プ

で
し
た
の
で
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。
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